
（別紙1）

※学校設定枠・一般枠共通

 検査種目  対  象

専攻実技 受検者全員  下の１から６の専攻の中から一つを選択し、演奏する。

専    攻

1  ピアノ 　受検者は、あらかじめ下から１曲を選択し、演奏する。

  モーツァルトまたはベートーヴェンのソナタより任意の１曲

  　(いずれも第１楽章とし、繰り返しはしない。）

　 　　ただし、以下の作品を除く。

　　　 モーツァルト：K282,　K331,　K475

　　　 ベートーヴェン：op.26,　op.27-1,2,  op.49-1,  op.81a以降

２　声楽 　受検者は、あらかじめ下から１曲を選択し、演奏する。

  なお、伴奏楽譜を事前に提出する。検査担当者が伴奏を行う。

　 　 「早春賦」　　　    　　 中田　章 （２番まで歌う。調は任意。）

    　「夏の思い出」　　　　　 中田　喜直 （２番まで歌う。調は任意。）

　　　「浜辺の歌」　　     　　 成田  為三 （２番まで歌う。調は任意。）

　  　「Caro laccio」　     　 F.Gasparini （調は任意。）

　  　「Nel cor più non mi sento」　     　 Paisiello （調は任意。）

      「Nina」 　  　　　　　       作曲者不詳 （調は任意。）

　　　（イタリア歌曲は原語で歌う。）

３　管楽器 　受検者は、任意の１曲を演奏する。

　フルート、オーボエ、クラリネット、 　（伴奏を省略する。繰り返しはしない。）

　ファゴット、サクソフォーン、

　ホルン、トランペット、

　トロンボーン、ユーフォニアム、

　チューバのうちから一つ

４　弦楽器

　ヴァイオリン、ヴィオラ、

　チェロ、コントラバスのうち

　から一つ

５　打楽器

　マリンバ、小太鼓のうちから

　一つ

６　邦楽器：箏 　受検者は、任意の１曲を演奏する。

＊演奏に関しては暗譜を原則とするが、楽譜を見て演奏することも可とする。なお楽譜を使用する場合は受検者が用意し、譜めくりも自分で行うこと。

＊出願する際は演奏曲目申告書の提出が必要である。

＊２　声楽　３　管楽器　４　弦楽器　５　打楽器　６　邦楽器：箏専攻は、出願の際に演奏する曲の楽譜を提出すること。

ただしピアノ、マリンバ以外は持参してもかまわない。またマレット等は各自で用意すること。

      【一般選抜（追検査を含む）、欠員補充のための２次募集、海外帰国生徒等特別選抜に共通】

令和９年度入学者選抜  新潟県立新潟中央高等学校音楽科実技検査（学校独自検査）について

内　　　　　　　　　容

 課  題  曲  等

＊本校で用意できる楽器は、ピアノ、コントラバス、マリンバ（音域F～F、５オクターヴ）、チューバ、小太鼓、箏である。


